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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 3/2（金）院内研修「接遇について」が開催される。出欠表へ記入する事。

· 転倒・転落のアセスメントシートを各自、確認しておく事。

· デイケア保険案内が届いている。担当スタッフは、28日までに利用者様へ案内文・宛名書きを行う事。（担当：東・木村・中居・上平）

＜利用者様情報＞

· 平　康子様～　2/12から風邪の為、デイケアを欠席している。青明舎スタッフがグループホーム

を訪問したとの事。入浴は、2/7からしていないとの事で促しにも拒否的である。食事は摂取しているとの事。22日に受診予定の為、状況確認予定。

· 鈴木　茂子様～本日、受診日にスタッフが声掛けしている。痔の方は小康状態であり、3月に通所

再開するとの事。

＜外来情報＞

· 村上　元道様～　2/23（金）～25（日）　実家の外泊希望し主治医許可されている。青山荘スタ

ッフから実家の家族から頼まれ5万円貸したとの情報あり。主治医より生活保護受給中である為、控えるよう助言受けている。

· 横山　耕生様～　火曜日の受診日はデイケアを休みたいと希望あり。「行きたくない。コーヒーを　　　

飲めないから」と理由を話している。来週までに、青山荘スタッフと検討する

と主治医より話されている。

· 下妻　康貴様～　昨晩、将来の事を色々考えて寝付けなかったと話されている。処方の変更なし。

· 川口　八壽子様～食生活を工夫し便通が改善した為、朝夕服用の下剤を減らし、夕方のみとなる。

　　　　　　　　　　100円ショップの棚卸のバイト（3/5・6のみ）の求人が決まったと主治医に報告している。

· 杉澤　恵子様～　次回受診日に血液検査・検尿予定。左外踵部の創が快方に向かい、三戸病院への　　　

通院回数も減ったとの事。

· 井畑　光湖様～　2/18に青山荘入居中の村上元道様と電話中、スタッフに「気分が落ち込み、死

にたくなる。以前より、デイケアメンバーの自分への目が違い、体重が10ｋｇ増えたせいか、話し掛けも少なく感じる。今はプロテインで減量中」との相談あり。主治医へ情報提供している。

　　主治医から減量の為にはどうすればいいか質問受けると「運動」と答えている。「死にたくなる」という件については、先週末に「母が厳しくて」と発言。

　　先週、手指の震えありタスモリンが増薬後は、日常生活は支障ないとの事。便通も良いと話されている。

＜事例検討＞

井畑　光湖様について（外来情報参照）

○デイケアでの状況

· 前回通所時のように異性との過度な接触はみられない。

· 「死にたくなる」と言う発言はないが、ふらつき・嘔気など体調不良を訴え臥床がちである。

· 利用者が周囲にいない時をみて器具を使い、5～10分程度の運動をしている。

· 体重増加した為、フィットネスクラブに入会し運動しているが昨日は疲労の為、欠席している。

· ご家族としては体重増加を気にかける反面、以前より食事摂取をしてくれる事で安心感もあるとの事。

○今後の方針について

· 本人が周囲に以前の通所と比べて違和感を感じたり、変わってしまったと感じている事を受容し、同時に本人も変わってきていることを返していく。

· 体調不良や、本人の心気的な訴えなどに対しては傾聴し、スタッフが心配している事を伝える。

· 以前の通所より良くなっている点は言葉で評価していく。（異性間との適度な交流など）

· 本人が、相談できる場や人を自分なりに考えている面も見られる為、関係機関との情報交換を密にする。

· 本人が「死にたくなる」という発言をした場合、スタッフとしては過去に自殺未遂・大量服薬をした事もあり、心配していると伝え、危険な行為になる前に相談するよう助言する。また、死なないという事をその都度、約束して行く。

